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◆利用料金　中学生以上300円　小学生100円　
　　　　　　未就学児無料
　　　　　　※お支払は、現金のみです。
◆運 行 日　毎週月～金曜日
◆運 行 便　午前の便（８、９、10、11、12時）
　　　　　　午後の便（１、２、３、４時）
◆運 休 日　土・日・祝日（年末年始12/29～１/３）
◆予約期限　利用予定日の１週間前から１時間
                  前までです。

デマンドタクシー キャラクター
みぶまる

みぶまる予約受付センター 予約受付時間
午前７時30分～午後５時30分

デマンドタクシー“みぶまる”は、町内でしたら、自宅から好きな目的地まで乗り合わせにより、
どこへでも行くことが出来ます。また、町内の行き先地から自宅へ帰ることも出来ます。
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※運転免許を自主返納した方への支援事業が平成25年１月１日より、開始となります。詳しくは、お知ら
　せ版12月８日号もしくは、町ホームページをご覧ください。

町総務部総合政策課企画調整係　　８１－１８１３問合せ先
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宮城県多賀城市の災害廃棄物（木くず）の
受入れをはじめました

　去る11月26日（月）に栃木県公館において、宮城
県多賀城市、壬生町、栃木県の三者で「災害廃棄
物の広域処理に関する基本協定」を締結しました。
この協定は、東日本大震災による大規模な津波に
より、宮城県多賀城市において発生した災害廃棄
物の広域処理について、円滑に進めるために受入
れ基準や運搬方法、放射能濃度等の検査を定めた
ものです。これにより、町民の安全・安心を確保
したうえで、被災地の宮城県多賀城市の復旧・復
興に協力していきます。
　12月３日（月）から１日当たり約４トンの木くず
の本格的な受け入れを始め、平成26年３月末まで
受け入れていきます。その間、木くずや排ガス、
焼却灰、放流水、地下水などの放射能濃度を定期
的に測定し、町民の安全・安心を確保していきます。

 多賀城市の概要と状況

【多賀城市の概要（24.5.31現在）】 
　・人　口　61,939人　・世帯数　24,885世帯

【多賀城市における東日本大震災の被災状況】
　・市内の震度　５強
　・津波の高さ　仙台港：約７ｍ　市内：約4.6ｍ 
　・浸 水 面 積　約662ha
　　　　　　　　（市域の約33.7％） 
　・市民死者数　150人 　　　 
　・住 宅 被 害　11,414世帯
　・瓦礫発生量　約32万

50km

 多賀城市
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・平成24年３月13日から30日
　　栃木県による受入意向調査
・平成24年４月６日
　　栃木県知事から「東日本大震災により生じた災害廃棄物の広域的な協
　　力要請」
・平成24年４月11日
　　栃木県主催による市町向け「東日本大震災により生じた災害廃棄物の
　　広域処理に関する説明会」の開催
・平成24年５月15日、16日、28日
　　施設周辺住民向け説明会を開催
・平成24年７月３日、12日、19日
　　地元役員会を開催
・平成24年７月11日から平成24年７月31日
　　施設周辺住民への災害廃棄物の試験焼却等に関する意見調査を実施
・平成24年８月６日、７日、８日
　　地元役員会を開催
・平成24年８月７日
　　環境省が「東日本大震災に係る災害廃棄物の処理工程表」を公表
　　栃木県が宮城県多賀城市分を広域処理と位置付け
・平成24年８月20日、21日、22日
　　環境センター周辺住民向け説明会を開催
・平成24年９月18日、19日
　　宮城県多賀城市の災害廃棄物「木くず」の試験焼却を実施
　　放射能濃度やダイオキシン類等を測定し、安全性を確認
・平成24年10月24日、25日、29日、30日、31日
　　施設周辺住民向け、「試験焼却の結果および災害廃棄物受入れに関
　　する説明会」を開催
・平成24年11月３日
　　地元役員会を開催
・平成24年11月６日
　　町長が受入れを表明
・平成24年11月26日
　　宮城県多賀城市、栃木県、壬生町による基本協定書の締結
・平成24年12月３日
　　受入れを開始

受入れの過程



平成24年度上半期
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町

歳 入 収入済額　56億2,464万4千円　執行率　48.3%
0 10億

町税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地方交付税

交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料

国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
町債

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費

農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費

災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費

20億 30億 40億 50億（円）

0 10億 20億 30億 40億 50億（円）

39億1,397万7千円
12億9,264万6千円

3,000万円
1,987万円
2,560万7千円
2,560万7千円

3億2,312万6千円
1億9,407万5千円

4億3,073万4千円
4億3,073万4千円

1億4,436万6千円
7,956万3千円

8万9千円
8万6千円

3千円
0円

12億6,400万6千円
6億1,618万9千円

9億5,397万3千円
3億1,492万円

4億3,375万5千円
9,123万5千円

5億626万9千円
4億400万1千円

1,150万2千円
121万8千円

2,000万円
0円

9億9,360万6千円
5億1,567万7千円

15億8,230万6千円
3億1,731万2千円

6億5万2千円
2億6,888万3千円

12億3,278万7千円
4億8,973万6千円

4億143万9千円
2,527万8千円

0円
8億8,140万円

1,814万4千円
1,061万4千円
3千円
61万円

8億2,183万7千円
7,749万6千円

2億5,971万円
0円

10億3,682万4千円
3億9,185万9千円

1億6,939万円
7,227万8千円

21億5,693万9千円
15億3,950万5千円

45億4,853万7千円千円45億4,853万7千円25億6,374万6千円
1億5,000万1千円

4,892万3千円

3億5,000万円
2億102万2千円

3,200万円
1,323万8千円

600万円
353万1千円

1,000万円
384万6千円
300万円
241万2千円
200万円
0円

■予算現額
■収入済額

■予算現額
■収入済額

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

歳 出 支出済額　43億9,146万6千円　執行率　37.7%

では、皆さんに町の財政状況を正しく理解していただくとともに、納められた税金や国・
県支出金がどのように使われているかを知っていただくため、「財政状況の公表に関する条例」

に基づき、年２回（広報壬生６月・12月号）財政状況を公表しています。今回は、平成24年度上
半期（平成24年４月１日から９月30日）の収入と支出の状況等についてお知らせします。
　平成24年度一般会計当初予算額は113億２千万円でしたが、その後１回の補正を行い、９月30
日現在の予算額は116億5,669万１千円となりました。また特別会計についても、国民健康保険、
公共下水道事業、介護保険事業でそれぞれ１回の補正を行っています。



10億0 20億 30億 40億 50億（円）

10億0 20億 30億 40億 50億（円）

10億0 20億 30億 40億 50億（円）

■予算現額
■執 行 額

■予算現額

■収入済額

■支出済額

収益的収入
及び支出

資本的収入
及び支出

収入

支出

収入

支出

574,517

560,617
567,345

2,131,204千円

・資本的収支の収入額が支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金等で補てんしました。

予算現額 町民税

917,944千円

23,163円

63,285円

人口 39,630人　世帯 14,505世帯

35,461円

96,884円

1,591円

4,347円

2,755円

7,527円

1,723円

4,706円

町民税

1,988,047千円

64,145千円

63,047千円

68,266千円

122,441千円

242,700千円

109,183千円

固定資産税

1,405,306千円
固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

町たばこ税

都市計画税 総額
175億3,522万5千円

軽自動車税

都市計画税収入済額

10億0 20億 30億 40億 50億（円）

200億

150億

100億

50億

町民税町民税 軽自動車税軽自動車税 都市計画税都市計画税固定資産税固定資産税 町たばこ税町たばこ税町民税

一人 当たり
64,693円

一世帯 当たり
176,749円

平成24年９月末現在

軽自動車税 都市計画税固定資産税 町たばこ税

59億3,672万7千円

29億973万7千円

47億1,911万2千円 
43億8,659万6千円 
41億8,342万1千円 

5億5,728万4千円

4億5,083万円
1億765万9千円

2億6,195万円
0円

5億6,124万4千円
1億9,105万9千円

1億9,731万1千円

19億9,542万5千円
19億2,664万3千円

17億2,267万1千円
1億7,514万9千円

5億1,490万8千円

24億5,527万8千円
9億1,442万7千円
9億358万3千円

7億6,347万7千円
2,804万8千円
2億3,150万5千円

3億1,812万3千円
1億964万7千円
1億918万1千円

160万円
158万4千円
135万円
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国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

奨 学 資 金 特 別 会 計

介護保険事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

■予算現額
■執 行 額

（円）
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47億9,656万3千円47億9,656万3千円

63億8,253万5千円63億8,253万5千円
一般会計債

62億2,887万円62億2,887万円

公共下水道
事業債

29億1,313万5千円29億1,313万5千円

農業集落
排水事業債

20億1,068万5千円20億1,068万5千円
 上水道事業債



みぶ羽生田産業団地（産業未来基地○R とちぎ中央）

問合せ先　栃木県企業局地域整備課　　028－623－3818
　　　　　町経済部商工観光課（みぶ羽生田産業団地 企業誘致推進室）　81－1845

～ついに！第１期分譲開始になりました！！～ 
第１期分譲の区画

街区 区画面積（ha） 分譲単価（円/㎡）
2.1
2.2
2.5
3.6
1.7

19,000
19,200
19,100
18,700
18,400

３－９
３－10
３－11
５
６

産業団地　区画図

至壬生IC

整備が完了した、第３街区と区画道路 H25.３開通予定
壬生ＩＣへのアクセス道路

         
　この度、「みぶ羽生田産業団地（産業未来基地○R とちぎ中央）」第１期分譲が開始となりました。         
　分譲開始に至るまでには、団地に必要な用地の提供、環境や都市計画に関する手続き、道路工事に伴う         
通行止めなど、地元の皆様をはじめ、沢山の方々のご協力をいただきましたことをこの場を借りてお礼申         
し上げます。皆様方のご理解ご協力なしには、この時を迎えることは出来ませんでした。         
　産業団地をつくる目的とは、産業団地に企業誘致を実現し、雇用機会の創出や県内及び町内産業の振興を
図ることにあります。既に第２期分譲開始に向けて工事等が開始されていますが、引き続き、事業主体であ
る栃木県とのパートナーシップを密に、早期企業立地に努めていきます。         
　また企業立地後には、立地企業の方々と地域の皆様とが、より良い「お隣さん」になっていただけるよ         
う努めていきますので、今後とも事業に対するご理解ご協力のほどよろしくお願いします。         
         
         
　広報みぶ９月号にて、企業誘致活動時に説明する団地としての優位点を簡単に記載しましたが、首都圏         
・関西地方など栃木県外への企業訪問やイベントでの営業時には、産業団地とともに壬生町自体のアピー         
ルも大いに行っています。         
　今回は、壬生町の大きなアピールポイントをいくつかご紹介します。         
　平成22年医師数・歯科医師数・薬剤師数調査によりますと、壬生町の人口１
万人当たりの医師数は155.79人と、東京都の千代田区や文京区などに続き、全国
の市区町村の中で「全国第４位」の多さを誇っています。獨協医科大学
病院や下野市の自治医科大学病院など、安心できる医療環境が存在することの
証だと思います。         
　また、壬生町と言えばイチゴやかんぴょうを思い浮かべる方が少なくないと
思いますが、そのかんぴょう（ふくべ）の収穫量は、下野市と小山市に続き「全国第３位」です。         
         
　このように、壬生町は全国レベルで誇れるアピールポイントをいくつも持っています。町外や県外におけ         
る企業誘致活動を通じて町を新たに見つめ直し、壬生町の新たな壬力（魅力）発見にも繋がればと考えてい         
ます。皆様の中にも「自慢の壬生町」がありましたら、是非お教えください。今後の企業誘致活動等におい         
て参考にさせていただきます。

みぶ羽生田産業団地の分譲開始に当たって

壬生町のアピールポイント

み りょく
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町発展への功労・功績をたたえ
自治功労者を表彰
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町発展への功労・功績をたたえ
自治功労者を表彰

　永年にわたり、町政運営の推進、教育・文化の振興等で多大な功績
を残された方々を称え、「平成24年度壬生町自治功労者表彰式」が、
11月２日（金）に役場正庁で行われました。
　今年は、功労賞を３名の方、徳行賞を１名の方が受賞されました。

○８年以上町議会議員の職にあった方……………………………… 　山　文雄

粂川　博子

たか やま         ふみ   お

くめ  かわ         ひろ   こ

鈴木　理夫
すず   き　　    みち  お

功　労　賞

徳　行　賞

○20年以上国又は県からの委嘱による非常勤の特別職にあって
　功績があったと認められる方………………………………………

○前後職を異にし通算により対象となる方…………………………　

○町へ100万円以上の金品を寄付された方………………………… 菊地　豊樹
きく   ち          とよ  じ
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テ
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）

◎
知
事
表
彰
　

第
１
分
団
　
副
分
団
長
　
　
田
中
　
久

◎
勤
続
章
10
年
　
　

第
３
分
団
第
４
部
団
員
　
　
清
野
　
正
浩

第
３
分
団
第
５
部
団
員
　
　
秋
幡
　
真
実

第
３
分
団
第
５
部
団
員
　
　
市
川
　
伸
幸

◎
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績
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８
年

第
１
分
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第
２
部
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長
　
　
石
川
　
朋
彦

第
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分
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員
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本
　
康
成

第
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分
団
第
３
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団
員
　
　
植
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人

第
３
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４
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粂
川
　
巨
樹

◎
勤
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章
５
年

第
２
分
団
　
副
分
団
長
　
　
杉
山
　
孝
則

第
１
分
団
第
３
部
部
長
　
　
大
塚
　
一
幸

第
２
分
団
第
３
部
部
長
　
　
木
野
内
孝
一

第
２
分
団
第
５
部
部
長
　
　
田
邉
　
正
剛

第
３
分
団
第
２
部
部
長
　
　
鈴
木
　
正
徳

第
３
分
団
第
４
部
部
長
　
　
渡
邉
　
剛

第
２
分
団
第
２
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班
長
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第
２
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３
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潤
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員
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第
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分
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４
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員
　
　
田
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道
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第
４
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員
　
　
寺
内
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第
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第
４
部
団
員
　
　
小
谷
野
　
智

第
１
分
団
第
５
部
団
員
　
　
戸
　
　
健
二

第
１
分
団
第
５
部
団
員
　
　
戸
　
　
徹

第
２
分
団
第
２
部
団
員
　
　
板
子
　
茂
俊

第
２
分
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第
２
部
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員
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和
美

第
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分
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５
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員
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剛
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分
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５
部
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員
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也

第
３
分
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２
部
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員
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規

第
３
分
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第
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部
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員
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幸
彦

第
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分
団
第
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部
団
員
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英
巳

第
３
分
団
第
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部
団
員
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明

第
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分
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部
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粂
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一
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第
３
分
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５
部
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高
橋
　
友
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３
分
団
第
５
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壬生中１年　小出 陽菜乃さん（中右）
壬生中美術部顧問　坂本先生（中左）

平成24年度（第64回）明るい選挙啓発ポスターコンクール

中央審査（第３次審査）で小出陽菜乃さんが
文部科学大臣・総務大臣賞を受賞
県審査（第２次審査）で合計13人が入賞

文部科学大臣・総務大臣賞
　　　小出陽菜乃（壬生中１年）

入選　石川　茉奈（壬生小５年）
　〃　 藤原　朱里（壬生東小３年）
　〃　 小林　一葉（壬生東小６年）
　〃　 大塚美乃里（壬生中１年）
　〃　 佐藤萌々香（壬生中１年）
　〃　 岩波　祐菜（壬生中２年）
　〃　 松本　華依（南犬飼中３年）
佳作　稲葉　健斗（壬生小５年）
　〃　 岡田　七海（壬生小６年）
　〃　 佐藤　茉衣（壬生東小５年）
　〃　 宇野　愛梨（壬生中１年）
　〃　 森田有加里（南犬飼中３年）

　　　佐藤　真琴（壬生小３年）
　　　大金さくら（羽生田小１年）
　　　落合　奏太（羽生田小４年）
　　　尾津　裕紀（壬生東小６年）
　　　小平　琴巳（壬生東小６年）
　　　細井　俊秀（壬生中３年）
　　   千葉　絢加（南犬飼中３年）

　明るい選挙啓発運動の一助とするため、全国の児童生徒のみなさんを対象とした「平成24年度（第64回）
明るい選挙啓発ポスターコンクール」が行われました。
　県内の小・中・高生から、総数2,443点の作品が寄せられ、第１次審査（市町単位）を通過した605点が
第２次審査（県）に出品されました。
　本町においても132点にのぼる作品の応募があり、その中から優秀作品として第２次審査推薦作品20点が
選ばれました。
　第２次審査の結果、本町では小出陽菜乃さん（壬生中１年）の作品が優秀賞に輝いたほか、入選に７点、
佳作に５点が選ばれ、合計13点が入賞するすばらしい成績を上げました。
　更に、小出陽菜乃さんの作品は、中央審査（第３次審査）にて、最高賞の文部科学大臣・総務大臣賞を
受賞しました。
　審査結果は、次のとおりです。
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中央審査（第３次審査）受賞

県審査（第２次審査）入賞

町審査（第１次審査）入選

こ   いで   ひ    な    の

 いし かわ          ま    な

 ふじ  わら         あか   り

  こ  ばやし       かず   は

おお  つか   み     の     り

  さ   とう   も     も     か

 いわ  なみ          ゆ    な

まつ  もと         はな    え

いな    ば           たけ    と

おか   だ           なな    み

  さ   とう           ま     い

  う    の           あい   り

 もり   た     ゆ     か    り

  さ   とう          ま   こと

おお がね

おち あい         そう   た

  お    づ           ゆう   き

  こ  だいら       こと   み

 ほそ   い           とし ひで

  ち     ば           あや   か



平成23年度壬生町国民健康保険特別会計の財政状況

○総　務　費…………
○保険給付費…………
○後期高齢者支援金…
○介護納付金…………
○共同事業拠出金……
○保健事業費…………

○国民健康保険税…
○国庫支出金………
○療養給付費等交付金…
○前期高齢者交付金…
○県 支 出 金………
○共同事業交付金…
○繰　入　金………
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皆様が負担する保険料　
医療費等に対する国の負担分
退職被保険者等に対する交付金
65～74歳の方の医療費に対する交付金
医療費等に対する県の負担分　
高額な医療費等に対する交付金
一般会計から国保会計への繰入金

職員給与費・レセプト審査料等
療養給付費・高額療養費等
後期高齢者医療費に対する支援金
40～64歳の被保険者の介護納付金
高額医療費共同事業拠出金等
特定健診・人間ドック助成金等
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国民健康保険の
喪失手続きをしてください!!
国民健康保険の
喪失手続きをしてください!!

国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の納付額証明等について

☆社会保険に加入された方へ☆

　現在、職場の社会保険に加入し、職場から保険証が交付されているのに、
町の国民健康保険証も交付されている方は、国民健康保険の喪失の手続き
がされていませんので、下記のものを持参し、役場住民課窓口もしくは各
出張所において、速やかに国民健康保険の喪失手続きをしてください。

～支払う必要のない国民健康保険税を支払っていませんか？～

　確定申告をされる場合、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の領収書は、社
会保険料控除の控除額を確認するための大切な資料となりますので、紛失しないようにしてくだ
さい。
　口座振替で納付されている方は、１月下旬に控除の証明となる口座振替済通知書を送付する予
定です。
　領収書等を紛失された場合は、納付額証明書を発行いたしますので、運転免許証等の本人確認
ができる書類をお持ちのうえ、町税務課収税係までお越しください。
　また、年金から国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料を天引きされている方に
ついては、日本年金機構より送付される年金の源泉徴収票の社会保険料の欄に納付額が記載され
ています。源泉徴収票は、確定申告等で必要となりますので紛失しないようにしてください。

　国民健康保険に加入していた方が、職場の社会保険に加入された場合、14日以内に町役場に国
民健康保険の喪失の届出をしていただくことになっております。（自動的に国民健康保険の資格
は喪失しません）
　喪失の届出をしていただかない限り、職場の社会保険と町の国民健康保険に二重に加入するこ
とになり、社会保険の保険料を支払いながら、二重に国民健康保険税も支払わなければならず、
本来なら支払う必要のない国民健康保険税がいつまでも課税され続けることになってしまいます。

★社会保険に加入した場合や他市区町村へ転出した場合等、本来なら壬生町国民健
　康保険の資格がないのにもかかわらず、医療機関等で壬生町国民健康保険証を使
　用することは絶対にしないでください。
★社会保険を喪失した場合にも、速やかに国民健康保険加入の手続きをしてください。

ご持参いただくもの ①加入した社会保険証　②国民健康保険証　③印鑑

◎問合せ先　●町総務部税務課収税係　　　81－1816

◎問合せ先　●町民生部住民課国保年金係　　81－1836
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  顔写真付きの身分証明書をお持ちでない方（運転免許証をお持ちでない方や、高齢等により運
転免許証を返納した方など）は、役場窓口での住民票や戸籍謄（抄）本の請求や、銀行等での口
座開設や現金振込の際に本人確認ができないためにご不便が生じております。このような場合『写
真付きの住民基本台帳カード』は身分証明書として公的に認められており、お持ちになると大変
便利です。ぜひご利用ください。

問合せ先　町民生部住民課 　　８１－１８２４　

住民基本台帳カードの交付申請については、下記のとおりです。

壬生町役場　民生部　住民課
500円

発行日より10年間
印鑑、本人確認書類

※写真は受付窓口で無料にて撮影いたしますが、ご自身で写真をお持ちいただく場合は、パスポー
　ト用の写真（4.5cm×3.5cmで６か月以内に撮影した正面・無帽・無背景のもの）をご用意ください。
※本人確認書類として、「健康保険証」と、もう１点お名前等が確認できるもの（例：年金手帳、
　預金通帳、診察券、キャッシュカード等）をご提示いただきます。
　申請後、ご自宅へ「照会書（回答書）」を郵送いたしますので、回答書と本人確認書類を持って
　再度ご来庁いただいてのカード引渡しとなります。
　ただし、申請時に以下のいずれかを提示できる方に限り、その場でカードをお渡しできます。
　有効期限切れのもの、住所や氏名が未変更の免許証など申請書の内容と異なるものは本人確認書
　類として使えません。
　○運転免許証　○身体障がい者手帳　○パスポート　○療育手帳　○精神障がい者保健福祉手帳
※原則として代理人による申請はお受けできません。
※その他詳細につきましては下記までお問い合わせください。

月曜日～金曜日（祝祭日、12月29日～１月3日を除く）の
午前9時～午後4時30分
※手続きに30分ほど時間がかかります。

受付場所
交付手数料

カードの有効期限
申請に必要なもの

受付時間

便利で安全 身分証明書には!

※ただし、2013年１月１日以降に運転免許証を自主返納した方
　については、申請により交付手数料が免除になる制度がありま
　す。詳しくはお問い合わせください。

住民基本台帳カードが
最適です
住民基本台帳カードが
最適です
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　公的個人認証サービスとは、本人であることを証明する電子証明書を住
民基本台帳カード内に記録することにより、インターネットを使った電子
申請や届出を行う際に、他人による「なりすまし」や通信途中での申請内
容の「改ざん」などを防ぐためのサービスです。

※電子証明書を取得することにより、e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用することが
　できます。
　e-Taxについての詳細は、国税庁のホームページをご覧ください。
　国税庁ホームページアドレス　http://www.e-tax.nta.go.jp

申請については、下記のとおりです。
申請できる方 壬生町に住民登録をしている方（１５歳以上）

○住民基本台帳カード
○本人確認書類（運転免許証・パスポート等官公署が発行した顔
　写真付き身分証明書）

月曜日～金曜日（祝祭日、１２月２９日～１月３日を除く）の
午前９時～午後４時３０分
※手続きに３０分ほど時間がかかります。

電子証明書を使用するには、インターネットの利用可能なパソコン
とＩＣカードリーダライタが必要になります。
代理人が申請する場合は、提出書類等申請方法が異なりますので、
詳細につきましては、お問い合わせください。

申請に必要なもの

その他

受付時間

電子証明書を
発行しております

公的個人認証サービスに伴う

問合せ先　町民生部住民課 　　８１－１８２４　

有効期限

手数料

受付場所

　

発行日より３年間（内容変更があった場合を除く）

５００円

壬生町役場　民生部　住民課
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　町では、町内の小・中学校から募集しました「納税に関するポスター標語」を、「税を考える週間」
（11月11日から17日）に合わせて、役場住民課窓口前の町民ホールに展示しました。
　これは、次代を担う児童・生徒が夏休み期間中に「納税に関するポスター標語」を作成すること
により、家族みんなで税について考え、税についてより関心と理解を深めていただこうと、町内の
小学６年生と中学２年生を対象に毎年実施しています。
　今年も総数676点の作品が応募され、最優秀賞２点、優秀賞10点及び佳作28点を表彰し、その
中から最優秀賞及び優秀賞12点を展示したものです。

税を考える週間（11月11日～17日）

納税の推進に関するポスター標語を展示納税の推進に関するポスター標語を展示納税の推進に関するポスター標語を展示

　◆
最
優
秀
賞

　
　
山
 
夏
希
 
（
壬
生
小
６
年
）

◆
優
秀
賞

 
瀬
口
 
未
来
望
（
壬
生
小
６
年
）

 
千
葉
 
寧
々
 
（
壬
生
小
６
年
）

 
尾
津
 
裕
紀
 
（
壬
生
東
小
６
年
）

 
小
林
 
一
葉
 
（
壬
生
東
小
６
年
）

 
大
垣
 
里
奈
 
（
壬
生
北
小
６
年
）

◆
最
優
秀
賞

 
井
上
 
陽
捺
　
（
南
犬
飼
中
２
年
）

◆
優
秀
賞

 
大
町
 
裕
也
　
（
壬
生
中
２
年
）

 
茂
木
　
ま
み
　
（
壬
生
中
２
年
）

 
佐
藤
 
望
由
　
（
南
犬
飼
中
２
年
）

 
白
澤
 
唯
　
　
（
南
犬
飼
中
２
年
）

 
田
　
 
朱
莉
花
（
南
犬
飼
中
２
年
）

た
か
や
ま
 
 
な
つ
き

 

せ
ぐ
ち
 
 
み
 
く
 
も

 

ち
 
ば
 
 
 
ね
 
ね

 

お
 
づ
 
 
ゆ
う
き

 

こ
ば
や
し
 
か
ず
は

お
お
が
き
 
 
り
 
な

い
の
う
え
　
　
は
る
な

お
お
ま
ち
　
　
ゆ
う
や

も
て
ぎ

　

さ
と
う
　
　
み
ゆ
う

し
ら
さ
わ
　
　
ゆ
い

　

た
さ
き
　
　
し
ゅ
り
　
か

【中学生の部】　最優秀賞　南犬飼中２年　井上　陽捺

【小学生の部】　最優秀賞　壬生小６年　　山　夏希

平成25年10月１日に住宅・土地統計調査を行い
ます
　総務省統計局では、平成25年10月１日現在で、住宅・
土地統計調査を行います。
　この調査の結果は、私たちの暮らしと住まいに関
する計画や施策の基礎資料として幅広く利用されて
います。
調査に先立ち、建物内の戸数などの状況を確認
します
　この単位区設定は、平成25年に行う住宅・土地統
計調査に先立ち、都道府県知事が任命した指導員が、
１月下旬から２月上旬にかけて住宅の数などの状況
を確認して、調査の対象となる地域を決めるものです。

建物内の戸数などの確認について、ご協力をお願い
します
　アパート・マンションなどの共同住宅では、指導員
が建物内の戸数を確認します。また、寮、旅館、事務
所などについては、指導員が管理者などの皆様に居住
世帯の有無を確認させていただくこととしております。
　ご協力をお願いします。

○住宅・土地統計調査の単位区設定は、「統計法」な
　どの法令に基づいて行っています。

○指導員は、都道府県知事が任命した地方公務員です。
　指導員には、「指導員証」が交付されています。

◎問合せ先　町経済部商工観光課統計係　　81-1846

平成25年住宅・土地統計調査の単位区設定について 総務省統計局
都道府県・市区町村
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　　○受付期間
　　　平成25年１月11日（金）～１月18日（金）
　　　（土・日・祝日を除く）
　　○受付時間
　　　８：30～12：00　13：00～17：00
　　○受付場所
　　　壬生町役場　生活環境課

　　壬生聖地公園
　　壬生町大字国谷字明城2370番地

　　49基
　　Ｂ７－８－１～Ｂ７－10－17

　　永代使用料　　　　　  280,000円
　　共同施設管理手数料　　　2,400円（年間）※
　　◎分割納付はできませんので、ご了承ください。
　　※年度の途中からご使用される場合は、月割りに
　　　より納付していただきます。
　　　今回の公募については、400円の納付となる予
　　　定です。次年度からは、2,400円となります。

　　　次の全てに該当することが必要です。
　　①申込者本人が、平成24年１月１日以前から継続
　　　して壬生町に住民登録があること。（町内に一年
　　　以上在住していること）
　　②お墓を所有していないこと。

　　　「墓園使用許可申請書」の必要事項に記入、押
　　印し必要書類を添えて提出してください。１世帯
　　につき１区画の申込となります。１区画は、4.5㎡
　　（間口1.8ｍ、奥行き2.5ｍ）です。また、ご提出
　　いただきました書類等は、抽せんで漏れた場合や
　　申込辞退等により、墓園の使用許可がおりない場
　　合にも返却できませんので、ご了承ください。

　　　申請書は、役場生活環境課で配布しています。
　　○添付書類
　　　住民票の写し（提出日前１ヶ月以内に発行され
　　　たもので、本籍・続柄が記載された世帯全員の
　　　もの。）

　　　申込順に審査し、応募者が予定数を超えない場
　　合は、Ｂ７－８－１から区画を決定していきます。
　　ただし、予定区画数を超えた場合は、申込順では
　　なく、抽せんにより区画が決定します。
　　※抽せんになった場合は、平成25年２月１日（金）
　　　に実施します。
　　　また、区画の変更はできませんので、ご了承く
　　　ださい。

　　　平成25年２月13日（水）に永代使用料と共同施設
　　管理手数料の納入通知書を郵送しますので、２月
　　28日（木）までに最寄りの指定金融機関で納入して
　　ください。
　　　また、納期限までに納入の確認ができない場合
　　には、墓園使用許可を取り消す場合があります。

　　　永代使用料と共同施設管理手数料の納入が確認
　　できた方から、順次、郵送いたします。

　　　墓園使用許可証を受け取った日からご使用にな
　　れます。
　　　墓園の工事や諸届出については、「墓園のご案内」
　　をご参照ください。

　　　墓園の使用許可の特例として、現在、埋蔵され
　　ていない遺骨をお持ちの方に対しては、随時、受
　　付し、使用許可をしておりますのでお問い合わせ
　　ください。別途、必要になる書類があります。

　　町民生部生活環境課環境保全係　　８１－１８３４

町では、お墓を必要とされる皆様に、下記のとおり墓所区画の公募をいたします。

壬生聖地公園募集案内壬生聖地公園募集案内

その他

墓園の使用について

墓園使用許可証の交付

問合せ先

永代使用料等の納入方法

墓園の決定

申込方法

申込資格

永代使用料等

公募区画数

墓園の名称及び所在地

申込手続きについて
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３
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
受
賞

　
10
月
28
日
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
「
第
26
回
壬
生
町
健
康

ふ
く
し
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の

席
上
に
お
い
て
、
「
平
成
24
年
度
３

歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
優
秀

な
成
績
を
修
め
た
７
組
の
方
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
親
と
子
の
部
最
優
秀
賞
の
山

口
真
澄
さ
ん
・
斗
摩
く
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
と
ち
ぎ
歯
の
健
康
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
県
審
査
に
お
い
て
、
優
秀

賞
を
受
賞
さ
れ
、
11
月
15
日
に
栃
木

県
の
「
平
成
24
年
度
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式
」
に
お
い
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

３
歳
児
よ
い
歯
の
部

◆
最
優
秀
賞
　
腰
坂
は
ゆ
な
ち
ゃ
ん

◆
優
秀
賞
　
　
五
十
嵐
友
衣
子
ち
ゃ
ん

◆
優
良
賞
　
　
市
川
遥
章
く
ん

　
　
　
　
　
　
大
関
謙
友
く
ん

　
　
　
　
　
　
早
乙
女
希
空
ち
ゃ
ん

親
と
子
の
部

◆
最
優
秀
賞
　
山
口
真
澄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
斗
摩
く
ん

◆
優
秀
賞
　
　
山
口
由
季
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
智
史
く
ん

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
宮
城
・
仙
台
２
０
１
２
入
賞
報
告
！！

　
10
月
13
日
か
ら
16
日
に
開
催
さ
れ
た
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
宮
城
・
仙
台
２
０
１
２
（第
25
回
全
国

健
康
福
祉
祭
宮
城
・
仙
台
大
会
）に
お
い
て
、
本

町
か
ら
２
名
の
方
が
出
場
・
入
賞
し
、
そ
の
報

告
に
町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会
に
は
全
国
か
ら
64
チ
ー

ム
１
２
８
０
人
の
選
手
が
出
場
し
、
船
生
清
志

選
手（
北
小
林
在
住
）が
所
属
す
る
栃
木
県
チ
ー

ム
が
、
み
ご
と
ブ
ロ
ッ
ク
準
優
勝
に
入
賞
し
ま

し
た
。
ま
た
、
美
術
展
写
真
の
部
に
は
全
国
か

ら
１
０
０
点
ほ
ど
出
展
さ
れ
、
篠
原
昌
史
さ
ん（
大

師
町
在
住
）が
み
ご
と
銀
賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
26
年
10
月
４
日
（
土
）〜
７
日
（
火
）

に
は
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４
大
会
が

開
催
さ
れ
、
本
町
に
お
い
て
は
総
合
公
園
陸
上

競
技
場
で
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

平
成
24
年
度
栃
木
県
更
生
保
護
事
業
関
係
者
顕
彰
式

栃
木
県
下
の
更
生
保
護
事
業
関
係
者
及
び
民

間
協
力
者
の
功
績
を
た
た
え
、
更
生
保
護
事

業
関
係
者
の
士
気
の
高
揚
と
更
生
保
護
事
業

の
一
層
の
進
展
を
期
し
て
、
栃
木
県
更
生
保

護
事
業
関
係
者
顕
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
町
か
ら
は
、
網
野
好
子
さ
ん
が
関
東
地

方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰
、
大
友
達
示
さ
ん

と 

山
文
雄
さ
ん
が
栃
木
県
保
護
司
会
連
合

会
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
保
護
司
の
方
々

は
、
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
た
人
の
更
生
を
支

援
す
る
た
め
、
指
導
、
生
活
相
談
な
ど
社
会

復
帰
へ
の
手
助
け
と
な
る
活
動
を
さ
れ
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　山さん　　　　網野さん　　　　　大友さん 船生清志さん　　　　　　　　　　　篠原昌史さん

11
月
13
日
、宇
都
宮
市
文
化
会
館
に
お
い
て
、

３歳児よい歯のコンクール受賞者県審査 優秀賞　山口真澄さん・斗摩くん

や
ま
ぐ
ち
ま
す
み

　
　
　
　
と
う
ま

や
ま
ぐ
ち
ゆ
　
き

　
　
　
　
さ
と
し

こ
し
ざ
か

　

い
が
ら
し
　
ゆ
　
い
　
こ

い
ち
か
わ
は
る
あ
き

お
お
ぜ
き
け
ん
と

　

そ
う
と
め
　
の
　
あ

ふ
に
ゅ
う
き
よ
し

し
の
は
ら
ま
さ
し

あ
み
の
よ
し
こ

た
か
や
ま
ふ
み
お

お
お
と
も
た
つ
じ
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11
月
16
日
、
栃
木
県
公
館
に
お
い
て

栃
木
県
道
路
河
川
愛
護
連
合
会
主
催
に

よ
る
「
平
成
24
年
度
道
路
愛
護
作
業
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
参
加
団
体
が

良
好
で
快
適
な
道
路
環
境
の
維
持
・
保

全
、
花
木
の
植
栽
に
よ
る
道
路
の
美
化

な
ど
に
取
り
組
ん
だ
結
果
を
、
建
設
・

維
持
、
環
境
、
フ
ラ
ワ
ー
の
３
部
門
に

わ
け
て
審
査
・
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
栃
木
県
内
で
は
51
団
体
が
参
加
し
、

壬
生
町
で
は
下
町
南
花
壇
管
理
組
合
が

フ
ラ
ワ
ー
部
門
最
優
秀
賞
を
、
六
美
町

北
部
自
治
会
、
緑
町
三
丁
目
自
治
会
、

福
和
田
花
壇
管
理
組
合
、
至
宝
町
南
美

化
推
進
ク
ラ
ブ
、
稲
葉
地
区
公
民
館
周

辺
花
壇
管
理
組
合
が
同
部
門
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

栃
木
県
教
育
委
員
会

平
成
24
年
度
教
育
功
労
者
、
優
良
学
校

及
び
優
良
団
体
表
彰

栃
木
県
道
路
愛
護
作
業
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
及
び
優
秀
賞
受
賞
団
体
表
彰

　
10
月
17
日
、
栃
木
県
公
館

に
お
い
て
、
栃
木
県
教
育
委

員
会
主
催
に
よ
る
「
平
成
24

年
度
教
育
功
労
者
、
優
良
学

校
及
び
優
良
団
体
表
彰
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
、
優
良
団
体

（
社
会
教
育
部
門
）
と
し
て

壬
生
町
子
育
て
支
援
グ
ル
ー

プ
「
ポ
ケ
ッ
ト
」
（代
表 

加

藤
玲
子
さ
ん
）、教
育
功
労
者

と
し
て
壬
生
町
立
安
塚
小
学

校
の
小
花
隆
一
校
長
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

経済産業省大臣官房調査
統計審議官感謝状贈呈
　経済産業省所管統計調査において、多
年にわたり統計調査員として従事され、
統計調査の発展・推進に多大なる貢献を
された星壽子氏に、感謝状が贈呈されま
した。

と
ち
ぎ
青
少
年
育
成
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
11
月
15
日
、
栃
木
県
庁
研
修
館
に
お
い
て
、

栃
木
県
と
栃
木
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
主
催

に
よ
る
「
と
ち
ぎ
青
少
年
育
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
席
上
で
、
壬
生
町
か
ら
は
、
栃
木
県
青

少
年
育
成
県
民
市
町
村
会
議
優
良
青
少
年
団
体

等
表
彰
に
お
い
て
「
青
少
年
育
成
功
労
者
」
１

名
と
「
青
少
年
育
成
功
労
団
体
」
１
団
体
が
、

多
年
に
わ
た
る
青
少
年
健
全
育
成
活
動
が
評
価

さ
れ
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

栃
木
県
青
少
年
育
成
県
民
市
町
村
会
議
優
良
青

少
年
団
体
等
表
彰

・
青
少
年
育
成
功
労
者
　
落
合
　
義
治
　
さ
ん

・
青
少
年
育
成
功
労
団
体
　
至
宝
町
南
自
治
会

落合さん 渡邊至宝町南自治会長

壬生町子育て支援グループ「ポケット」のみなさん

ほしとし こ

か

と
う
れ
い
こ

お
ち
あ
い
　
　
よ
し
は
る

写真左から
　福和田花壇管理組合　　　　　　　　　　大　　良平さん
　至宝町南美化推進クラブ　　　　　　　　粂川　隆男さん
　六美町北部自治会　　　　　　　　　　　平野　惟佐雄さん
　稲葉地区公民館周辺花壇管理組合　　　　神長　キヨさん

おおはし　　りょうへい

くめかわ　　たか お

ひら の　　　い　さ　お

じんちょう

わたなべ

お
ば
な
り
ゅ
う
い
ち
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あんじょう

　10月21日、痴呆症を正しく知ろうと、西高野自治会(植竹
文男会長)主催による認知症セミナーが、自治会内のグルー
プホーム元気(麻田直美ホーム長)を会場に開催されました。
　自治会初の試みにもかかわらず、20代～80代の約40人が
参加し、地域包括支援センター、塚原文恵主任介護支援専門
員の話に真剣な表情で耳を傾けていました。
　また、折角の機会ということで、グループホームについて
も学ぶことができ、参加者は安心の笑みを浮かべていました。

地域ぐるみでサポートしよう　初講座開催

　10月28日、安塚地区コミュニティ推進協議会（安生
勝英会長）で「ファミリーフェスティバルin安塚」が
開催されました。作品展示や演芸大会、ゲーム、模擬
店のほか、今年は演歌歌手「奈奈美」さんを迎えた歌
謡ショーを行うなど盛大に行われました。
　また、11月４日、睦地区コミュニティ推進協議会（神
永榮会長）で「いま ここに 睦の文化」をテーマに第
19回文化祭が開催されました。
　作品展示のほか、「かんぴょう伝来300年と鳥居の
殿様」についての講演会が行われ、歴史と文化の一日
となりました。

コミュニティ文化祭開催
かつひで

あさ だ なお み

うえたけ

ふみ お

　11月９日、町食生活改善推進員は、メタボリックシンド
ローム予防に興味のある男女10名を対象に、「メタボ予防
教室」を開催しました。
　まず、持参してもらったみそ汁の塩分濃度を測定し、食
生活の改善や運動習慣を身につけることなど、生活習慣の
是正について意識してもらうよう呼びかけました。
　調理実習においては、「豆腐のステーキ きのこあんかけ」
「温野菜のマスタードサラダ」などを作り、参加者と食生
活改善推進員が交流しながら実践的に学び、楽しい時間を
過ごしました。

町食生活改善推進員　「メタボ予防教室」を開催

つかはらふみ え

かみ

ながさかえ
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　東京新宿ワシントンホテルで開催された日本語スピーチコンテス
トにおいて、町生涯学習館「外国人のための日本語公開講座」を平
成22年から受講しているDANG VAN MUOI （ダン フアン ムオイ）
さんが最優秀賞を受賞しました。
　このコンテストは書類選考で選ばれた東京、横浜、名古屋、福島、
大阪、栃木などに住んでいる15人のベトナム出身者により競われ
たものです。賞状、トロフィーと副賞に時計が贈られました。

生涯学習館「外国人のための日本語公開講座」
受講生が快挙

　11月17日、羽生田小学校（戸田光枝校長）において「世
代間交流交通安全教室」が開催されました。
　この教室は、幼児・児童世代、保護者世代・高齢者世代
が一緒になって交通安全を学び、相手への理解と思いやり
を深めながら交通安全意識の向上を図るもので、壬生町交
通安全協会稲葉支部（鈴木岩夫支部長）の協力も得て、町
内では初めての実施となりました。
　稲葉駐在所長と県くらし安全安心課職員を講師に迎え、
自転車の安全点検や交通安全クイズ、自転車シュミレータ
ーの体験を行いました。

世代間交流交通安全教室を開催

　11月14日、やすづか幼稚園で、とちぎ県食育応援団員主催
による、子どもたちの心と体を健康に育むための食育活動が、
壬生町食生活改善推進員の協力を得て開催されました。
　地域の方々も参加され、エプロンシアターや栄養素分類体験、
釜戸で炊飯など、子どもたちが「考える」を大切にした食育
を行い、最後は、釜戸のごはんをみんなで試食し、笑顔いっ
ぱい・お腹いっぱい・知識いっぱいの活動となりました。
　また、各家庭でも食育をと、保護者に内容の報告を行いま
した。

未来を担う食育活動

と　だ みつ え

　11月10日、下表町自治会（松本裕一会長）で、「環境美化」
と「レクリエーション」を目的としたイベントが行われま
した。
　イベントには300人もの自治会会員が参加し、４グルー
プにわかれ、ゴミ拾いとウォーキングを行ったほか、グラ
ウンドゴルフ、大縄跳び、宝探しと大いに盛り上がりました。
　また、手作りの芋煮ややきそばをみんなで食べて、自治
会の親睦を深めました。

「環境美化」と「レクリエーション」

すず き いわ お

まつもとゆういち
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教
育

第32回

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

　
こ
こ
数
年
、
社
会
経
済
の
変
化
や
女

性
の
社
会
進
出
に
よ
り
共
働
き
世
代
が

増
え
た
結
果
、「
男
が
仕
事
、
女
が
家

事
」
と
い
う
意
識
か
ら
「
仕
事
・
家
庭

と
も
状
況
に
応
じ
て
夫
婦
間
で
対
応
す

る
」
と
い
っ
た
考
え
方
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
平
成
23
年
に
町
内
で
実
施
し

た
住
民
意
識
調
査
で
も
同
様
の
結
果
が

出
て
い
ま
す
が
、
仕
事
と
生
活
の
両
立

と
い
っ
た
面
で
は
難
し
く
、
一
部
で
は

女
性
の
社
会
進
出
が
出
生
率
の
低
下
を

招
い
て
い
る
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
女
性
の
労
働
率

と
出
生
率
が
両
方
高
い
国
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
国
々
で
は
「
仕
事
と
子
育

て
を
支
え
る
社
会
環
境
の
整
備
」
や
「
社

会
全
体
の
意
識
を
改
革
す
る
」
こ
と
に

よ
り
、
女
性
の
社
会
進
出
と
出
生
率
増

加
の
両
立
が
可
能
と
な
る
環
境
が
整
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
に
つ
い
て
も
日
本
で
は
、

2
0
2
5
年
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
総
人
口
の
30
％
を
超
え
、
高
齢
社

会
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
予
想
さ
れ
、

今
ま
で
「
女
の
仕
事
」
と
考
え
ら
れ
て

き
た
介
護
に
つ
い
て
も
、
男
女
に
か
か

わ
ら
ず
家
庭
内
で
積
極
的
に
協
力
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
多
く
の
人
が
働
く
上
で
の

時
間
制
約
を
持
つ
、
現
在
そ
し
て
こ
れ

か
ら
の
時
代
こ
そ
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
を

推
進
す
る
こ
と
は
、
時
間
あ
た
り
の
効

率
を
上
げ
て
全
体
の
労
働
時
間
を
調
整

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
、
働
き
手

は
子
育
て
・
介
護
な
ど
に
時
間
を
使
え

る
よ
う
に
な
り
、
雇
い
主
は
労
働
時
間

削
減
に
よ
る
賃
金
の
削
減
や
ベ
テ
ラ
ン

社
員
が
残
る
こ
と
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の

継
承
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
出
て
き
ま
す
。

　
抱
え
て
い
る
多
く
の
問
題
を
の
り
こ

え
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
役
割
を

分
け
合
い
全
体
の
幸
せ
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
10
月
21
・
28
日
に
県
内
各
地
で

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
壬
生
町
は
13
種
目
に
１
５
２
名

が
出
場
し
、
サ
ッ
カ
ー
が
準
優
勝
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
子
）、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）、
テ
ニ
ス
が

第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
好
成
績
！
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　次回は２月生まれのアイドルを募集します。
 　写真は掲載後にお返しいたします。
【締　　切】１月20日
【必要事項】氏名（ふりがな）、保護者名、生年月日、電話番号
【申込方法】必要事項を明記の上、役場総合政策課または稲葉・
　　　　　　南犬飼出張所、子育て支援センターまで
【申 込 先】町総務部総合政策課情報広報係
　　　　　　〒321－0292　壬生町通町12－22
　　　　　　Eメールアドレス　info@town.mibu.tochigi.jp

羽生田城址の位置 羽生田城址

ぶ
ん  

き




